
筋道立てて考え、自分の言葉で説明する力を育てる算数科指導の工夫

～様々なタイプの説明活動を取り入れて～

算数・数学班 茂木 享（小学校教諭）
授業の悩み、課題 解決策として―

発言のチャンスを多くの子に与えましょう。

①いきなり発表ではなくて…プレ説明で情報交換、発表練習をさせます。

②一人で全部発表ではなくて…リレー説明で説明の流れをみんなで作らせます。

③聞きっぱなしではなくて…再現説明でわかったかどうかを確認させます。

④説明を待つのではなくて…想像説明でときにはひとの考えに寄り添わせます。
教師の願い そして、

⑤単なる感想文ではなくて…算数作文で筋道立てて書かせます。

実践例。。。 第５学年『単位量あたりの大きさ』

①プレ説明
◎お互いに確認し合え

るので、安心感と自
信がもてます。

◎説明活動への意欲が
うまれます。

②リレー説明 ③再現説明 ④想像説明

◎前の説明を受けての説明は、 ◎説明をまねすることで、上手な ◎異なる見方や考え方で再思考
筋道立てて考えるくせをつけ 説明の仕方を学んでいけます。 することで、筋道立てて考え
ていけます。 ◎理解の自己評価ができます。 る力を伸ばしていけます。

⑤算数作文
１時間のまとめとして、取り組んだ問題の解決手順を記述させたり、

適応問題を解かせ、答えを出した道筋を記述させたりします。


